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９

ぐ
、

Ｊ
Ｐ
Ａ
第
三
回
定
期
総
会
報
告

私
た
ち
の
命
と
療
養
生
活
を
守
る
患
者
運
動
を

　

五
月
二
十
七
日
、
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
（
略
称
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
は
第
四
回

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
北
村
正
樹
氏
（
京
都
難
病
連
）
、
浅
野
晃
氏
（
べ
’
‐
‐
‐
チ
ェ

ッ
ト
病
友
の
会
）
が
総
会
議
長
を
努
め
、
一
五
五
名
の
評
議
員
定
数
巾
、
出
席
が
八

三
名
、
委
任
状
が
五
四
名
、
合
計
一
三
七
名
で
成
立
を
宣
言
。
新
規
加
盟
団
体
、
全

国
脊
髄
小
脳
変
性
症
友
の
会
、
線
維
筋
痛
症
友
の
会
の
加
盟
を
承
認
し
ま
し
た
。
（
両

団
体
の
加
盟
で
五
九
団
体
、
三
二
二
、
二
一
二
名
の
構
成
員
数
と
な
る
）
総
会
で
は
、

住
江
憲
勇
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長
、
西
川
活
夫
日
本
医
療
労
働
組
合
連
合
会

１
　
記
長
か
ら
、
今
後
の
運
動
の
交
流
と
連
帯
、
激
励
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
伊
藤
雅
治
全
国
社
会
保
険
協
会
理
事
長
よ
り
「
患
者
の
声
を
い
か
に
医
療
政
策

決
定
プ
ロ
セ
ス
に
反
映
さ
せ
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
記
念
講
演
を
頂
き
、
活
動
報

告
、
方
針
な
ど
の
総
会
議
案
は
、
出
席
者
の
大
き
な
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

か
。
非
常
に
重
要
な
役
割
を
私
た
ち
は

担
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
以
前
と
違

う
の
は
、
例
え
ば
、
様
々
な
分
野
で
医

療
問
題
や
難
病
問
題
が
研
究
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
専
門
の
分
野
か
ら
患
者
団
体
の

支
援
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
企

業
か
ら
も
患
者
運
動
を
応
援
す
る
動
き

が
あ
り
、
国
会
で
も
党
派
を
超
え
て
難

病
問
題
に
取
り
組
む
状
況
が
生
ま
れ
て

き
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
、
単
独
患
者

団
体
が
孤
立
し
て
勁
く
の
で
は
な
く
連

合
体
が
大
き
く
育
っ
て
い
る
こ
と
、
そ

れ
に
都
道
府
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
が
で
き
、
そ
こ
を
中
心
に
地
域
活
動

が
広
が
り
、
深
ま
り
つ
つ
あ
る
状
況
が

生
ま
れ
て
い
る
。

　

午
前
中
に
、
加
盟
し
て
い
な
い
団
体

の
方
々
に
も
実
行
委
員
に
な
っ
て
頂

き
、
「
今
後
の
難
病
対
策
を
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
良
い
の
か
」
と
い
う
学
習
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ン
ー
ヒ
ッ
ペ
ル
ー
リ
ン
ド
ウ

病
、
中
枢
性
尿
崩
症
、
強
直
性
脊
椎
炎
、

腹
膜
擬
粘
液
腫
、
進
行
性
骨
仮
性
繊
維

異
形
成
症
、
下
垂
体
、
慢
性
炎
症
性
脱

髄
性
多
発
根
神
経
炎
、
色
素
性
乾
皮
症

な
ど
の
患
者
会
の
方
々
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

広
が
る
難
病
支
援

日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会

　
　
　
　

代
表
伊
藤
た
て
お

　

お
忙
し
い

中
た
く
さ
ん

お
集
ま
り
頂

き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。
情
勢
は
、

非
常
に
大
事
な
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
、
難
病
や

長
期
慢
性
の
病
気
を
抱
え
た
私
た
ち

が
、
医
療
制
度
改
革
の
巾
で
今
後
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
、
又
、
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
な
運
動
に
取
り
組
ん
で
行
っ
て

た
ら
良
い
の
か
、
同
時
に
、
過
去
に
難

病
対
策
が
始
ま
っ
た
時
期
や
対
策
が
拡

大
さ
れ
た
時
期
と
は
違
う
状
況
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
ど
う
掴
ん

で
、
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
行
く
の
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こ
の
よ
う
な
団
体
の
方
々
と
も
広
く

手
を
つ
な
い
で
行
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患

者
団
体
の
利
益
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

団
体
の
壁
を
取
り
払
い
、
一
緒
に
日
本

の
医
療
と
福
祉
を
少
し
で
も
良
く
す
る

た
め
に
、
あ
る
い
は
一
人
で
悩
み
苦
し

ん
で
い
る
患
者
を
一
人
で
も
少
な
く
す

る
た
め
に
、
力
を
合
わ
せ
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

明
日
も
国
会
請
願
行
動
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
日
間
の
行
動
が
実
り
あ
る
も

の
と
な
る
事
を
祈
念
し
、
開
会
の
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

総会風景

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＠

こ
の
１
年
間
を
振
り
返
っ
て

　

こ
の
１
年
間
は
、
「
国
会
請
願
署
名
」

「
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
ン
ケ
ー

ト
」
「
難
病
医
療
対
象
範
囲
の
見
直
し
」

　
　

㈲

　

「
肝
炎
連
絡
会
結
成
」
が
主
な
取
り
組

み
で
し
た
。
と
り
わ
け
、
昨
年
８
月
か

ら
本
格
化
し
た
難
病
医
療
の
見
直
し

は
、
決
着
を
見
た
1
2
月
ま
で
、
臨
戦
体

制
の
な
か
で
の
運
動
展
開
で
し
た
。
結

４

け
た
取
り
組
み
の
問
題
点
・
課
題

な
ど
が
提
起
で
き
ま
し
た
。

難
病
対
策
見
直
し
へ
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
難
病
患
者
切
捨
て
を

　
　

㈲

防
げ
ま
し
た
。
同
時
に
、
今
後
の

難
病
対
策
拡
充
に
足
が
か
り
を
得

果
的
に
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
と
全
啓
連
の
組
織

統
一
に
よ
り
実
現
し
た
、
県
難
病
連
と

疾
病
別
全
国
組
織
と
の
重
層
的
な
運
動

展
開
が
、
今
回
の
成
果
を
導
い
た
も
の

と
言
え
ま
す
。
同
時
に
、
組
織
拡
充
で

も
、
運
動
を
通
じ
て
、
３
県
難
連
、
３

疾
病
別
全
国
組
織
、
―
準
加
盟
が
新
た

に
加
盟
し
、
5
9
団
体
へ
と
前
進
し
て
い

ま
す
。
又
、
難
病
指
定
を
要
望
す
る
団

体
と
の
共
同
行
動
な
ど
で
、
新
た
な
行

動
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
１
年
間
の
主

な
課
題
で
の
成
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

田

　

2
0
0
6
年
国
会
請
願
書
が
採
択

　
　

さ
れ
、
要
望
事
項
が
「
国
会
（
国
民
）

　
　

の
意
思
」
と
し
て
明
確
に
さ
れ
た
。

②

　

難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
ン
ケ

　
　

ー
ト
調
査
と
そ
の
普
及
を
通
じ

　
　

て
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー
拡
充
に
向

2006年度

　

決算報告書

　

2006年４月１日～2007年３月31日

ま
し
た
。

肝
炎
連
絡
会
の
結
成
を
通
じ
て
、

３
５
０
万
人
肝
炎
患
者
・
感
染
者

　

（
キ
ャ
リ
ア
）
救
済
の
運
動
母
体

を
確
立
し
ま
し
た
。

運
動
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
Ｊ

Ｐ
Ａ
の
組
織
（
加
盟
）
拡
大
に
結

び
つ
き
ま
し
た
。

科　　　目 予算額 決算額

分　　担　　金 5,500,000 5,544,740

募　　　　　　全 4,500,000 3,9･19,093

協　力　会　費 900,000 572,100

寄　　付　　金 600,000 368,100

雑　　収　　入 250,000 734,858

事　業　収　入 AOO,000 1、193,209

繰　　越　　全 1,750,742 1、750,742

収　入　合　計 13,900,74214,112,842

会　　議　　費 3､600,000 4,536,725

機関誌発行費 700,000 550,227

印　　刷　　費 1､200,000 1,071,162

旅費行動費 360,000 192,615

事　　業　　費 400,000 37,220

調査研究費 180,000 189,731

通　　信　　費 600,000 592,250

人　　件　　費 2,750,000 2,642､390

事　務　所　費 1,300,000 1,270,310

備品消耗品費 800,000 770,541

協力会員還元支出 165,000 107,350

事務所設置積立金 1,750,000 ０

雑　　　　　　費 50.000 10,000

予　　備　　費 45,742 ０

支　出　合　計 13,900,74211,970､622

次　期　繰　越 ０ 2､142,220

合　　　　　　計 13,900,742 14,112,842

　　

2007年度

　

一般会計予算

　　　　

2007年４月１日～2008年３月31日

＜収入の部＞

科　　　目 予算額

１ 繰　　　越　　　金 2,142,220

２ 分　　　担　　　金 5,644,740

３ 募　　　　　　　　金 4,200､000
４ 協　　力　　会　　費 750,000

５ 賛　　助　　会　　費 300,000
６ 寄　　　付　　　金 100,000

７ 雑　　　収　　　入 400,000

８ 事　　業　　収　　入 400,000

９ 繰　　　入　　　金 ０

合　　　計 13,936,960
＜支出の部＞

科　　　目 予算額

１ 会　　　誦　　　費 5,000,000

２ 機関誌発行費 900,000

３ 印　　　刷　　　費 1100000
４ ホームページ運営経費 30,000

５ 旅　費　行　勤　費 400,000
６ 事　　　業　　　費 400,000

７ 調　査　研　究　費 200,000

８ 通　　　信　　　費 600､000

９ 人　　　件　　　費 2,910,000

10 事　　務　　所　　費 960,000

11 備品消耗品費 800,000

12 協力会員還元支出 135,000

13 雑　　　　　　　　費 50,000

14 予　　　備　　　費 451,950

１５ 繰　　　戻　　　金 ０

合　　　計 13,936,960
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0
7
年
度
活
動
方
針
（
宵
祭
窪
題
）

①

　

難
病
対
策
の
一
層
の
拡
充
と
対
象

　

疾
患
の
拡
大
を
も
と
め
る
活
動
に
全

　

力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

②

　

全
て
の
難
病
と
長
期
慢
性
疾
患
の

　

医
療
費
を
助
成
す
る
制
度
の
創
設
を

　

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

③

　

Ｊ
Ｐ
Ａ
以
外
の
団
体
を
含
め
た
難

　

病
対
策
と
医
療
制
度
や
福
祉
、
社
会

　

保
障
の
向
上
を
目
指
す
学
習
会
と
共

　

同
行
動
を
発
展
さ
せ
、
国
民
的
世
論

　

を
作
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

④

　

医
療
と
福
祉
、
と
り
わ
け
難
病
対

　

策
の
地
域
格
差
の
解
消
の
た
め
に
、

　

自
治
体
行
政
と
議
会
に
対
す
る
働
き

　

か
け
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

⑤

　

都
道
府
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ

　

ー
の
活
用
と
当
事
者
性
を
中
心
と
し

　

た
運
営
・
事
業
の
展
開
を
目
指
し
、

　

補
助
金
削
減
に
反
対
し
ま
し
ょ
う
。

⑥

　

が
ん
対
策
基
本
法
の
成
立
に
学

　

び
、
難
病
対
策
の
法
制
化
問
題
に
関

　

す
る
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

⑦

　

難
病
対
策
に
お
け
る
の
超
党
派
の

　

議
連
（
議
員
懇
談
会
）
の
実
現
へ
の

　

働
き
か
け
を
強
め
ま
す
。

⑧

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事

　

業
は
2
0
歳
以
降
に
な
っ
て
も
安
心
し

　

て
継
続
し
た
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

　

う
特
定
疾
患
対
策
と
の
連
携
や
医
療

　

制
度
の
改
革
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

⑤

　

「
医
療
制
度
改
革
」
に
よ
る
様
々

　

な
矛
盾
や
欠
陥
を
明
ら
か
に
し
、
真

　

の
患
者
中
心
の
医
療
制
度
の
確
立
を

　

目
指
し
ま
し
ょ
う
。
難
病
患
者
や
高

　

齢
者
を
苦
し
め
る
医
療
抑
制
策
、
在

　

宅
の
強
要
、
負
担
の
強
化
に
絶
対
反

　

対
し
ま
す
。

⑩

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
拡

　

大
・
充
実
と
対
象
疾
患
の
拡
大
を
目

　

指
す
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

⑥

　

自
立
支
援
法
の
障
害
者
負
担
の
見

2007年度役員名簿

役職名 氏　名 所　属　団　体

代表 伊藤たてお (財)北海道難病連

副代表 野原　正平 (ＮＰＯ)静岡県難病団体連絡協議会

畠渾千代子 全国謬原病友の会

事務局長 坂本　秀夫 全国多発性硬化症友の会

常任幹事 山崎　洋一 (ＮＰＯ)秋田県難病団体連絡協議会

新津　　淳 山梨県患者家族団体協議会

安藤　晴美 岐阜県難病団体連絡協議会

清　　米三 (ＮＰＯ)大阪難病連

山岡　章子 (ＮＰＯ)高知県難病団体連絡協議会

陶山えつ子 熊本県難病団体連絡協議会

辻川　寿之 全国文通労働災害対策協議会

久保田憲道 全国心臓病の子どもを守る会

川角　　明 (ﾈ土)全国腎臓病協議会

一樋　義明 全国パーキンソン病友の会

岩永　幸三 (ＮＰＯ)日本ＩＤＤＭネットワーク

紫藤　千子 ＩＢＤネットワーク

監事 森田　良恒 和歌山県難病連

金子　　智 (社)全国腎臓病協議会

連
携
や
協
働
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

　

直
し
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
縮
小
に
反

　
　

⑩

　

難
病
患
者
や
長
期
慢
性
疾
患
患
者

　

対
し
、
障
害
種
別
に
残
る
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

の
教
育
・
進
学
、
就
学
支
援
に
関
す

　

格
差
の
解
消
を
図
る
活
動
に
取
り
組

　
　
　

る
問
題
へ
の
関
心
と
取
り
組
み
を
強

　

み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
ま
し
ょ
う
。

⑩

　

難
病
患
者
や
長
期
慢
性
疾
患
患
者

　
　

⑩

　

難
病
患
者
・
長
期
慢
性
疾
患
患
者

　

の
就
労
支
援
に
関
す
る
課
題
に
つ
い

　
　
　

の
暮
ら
し
と
療
養
を
支
え
る
年
金
・

　

て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
関
係
機
関
、
行

　
　
　

障
害
年
金
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

政
、
難
病
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
の

　
　

⑩

　

病
気
や
障
害
、
高
齢
者
の
生
活
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｅ

命
を
支
え
る
生
活
保
護
の
給
付
の
制
限

や
額
の
引
き
下
げ
に
反
対
し
、
必
要
な

時
に
安
心
し
て
利
用
で
き
る
制
度
に
し

ま
し
ょ
う
。



1976年２月25日第三種郵便物認可（毎週４回月曜・火曜・木曜・金I屁発行) S S K 0増刊　通巻6515号　2(X)7年９月12ロ発行

国
会
請
願
活
動
の
取
り
組
み

二
年
続
け
て
国
会
請
願
が
採
択
さ
れ
る

○
八
年
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
よ
う

　

0
7
年
国
会
請
願
署
名
は
、
私
た
ち
の

取
り
組
み
と
各
政
党
・
議
員
の
ご
協
力

に
よ
り
第
１
６
６
回
通
常
国
会
に
お
い

て
全
会
派
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
0
6
年
の
採
択
と
合
わ

せ
て
、
２
年
続
き
で
請
願
が
採
択
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
を
足
が
か
り

と
し
て
請
願
内
容
の
実
現
を
目
指
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
0
8
年
の
国
会

請
願
事
項
は
、
こ
れ
ま
で
採
択
さ
れ
た

要
望
を
踏
ま
え
、
現
在
の
課
題
や
要
望

事
項
に
合
わ
せ
て
見
直
し
た
結
果
、
以

下
の
項
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
請
願

事
項
が
採
択
さ
れ
る
よ
う
、
昨
年
を
上

回
る
取
り
組
み
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

2007年度幹事名簿（敬称略）

jφ|

　

0
6
年
国
会
請
願
が
採
択

　

2
0
0
6
年
の
国
会
請
願
行
動
は
、

平
成
1
8
年
５
月
2
9
日
に
実
施
さ
れ
ま
し

Tヤ1

　

'゛'｀"'

ﾕ、
'･｀?･-f｀-

尽琵|

　

ユＴﾌﾌﾟ

J､難病ヽ長期惜馳思､小児Sfinacu'ti

集会風景

た
。
語
願
署
名
数
は
、
８
４
３
、
９
７
７

筆
。
提
出
さ
れ
た
「
難
病
、
長
期
慢
性

疾
患
、
小
児
慢
性
疾
患
に
対
す
る
総
合

対
策
を
求
め
る
詰
願
書
」
は
、
衆
議
院
、

参
議
院
の
各
本
会
議
で
、
全
会
派
の
賛

成
で
採
択
さ
れ
、
内
閣
に
送
付
さ
れ
ま

し
た
。
内
閣
は
、
送
付
さ
れ
た
請
願
を

　

「
誠
実
に
こ
れ
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」

　

（
請
順
法
第
５
条
）
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

【
採
択
さ
れ
た
請
願
事
項
】

剛

　

難
病
の
原
因
究
明
、
治
療
法
確
立

　

の
た
め
、
難
病
対
策
を
一
層
拡
充
し

　

て
下
さ
い
。

閲

　

難
病
の
医
療
費
の
負
担
軽
減
を
検

　

討
し
て
下
さ
い
。

加　盟　団　体　名 幹事氏名

(財)北海道難病連 小田　　隆

青森県難病団体等連絡協議会 村木　義一

岩手県難病団体連絡協議会 千葉　健一

(NPO)宮城県患者一家族団体連絡協議会 白江　　浩

(ＮＰＯ)秋円県難病団体連絡協議会 高橋　　昇

山形県難病団体連絡|島議会 川越　隼雄

福島県難病団体連絡協議会 渡辺　善広

茨城県難病団体連絡|島議会 長谷川和夫

栃木県難病団体連絡協議会 玉木　朝子

群馬県難病団体連絡|島議会 大海富美代

干菜県難病団体連絡協議会 望月　重夫

新潟県患者･家族団体協議会 鈴木　　孝

山梨県患者家族団体協議会 北島　恒男

長野県難病患者連絡協議会 有坂　　登

岐阜県難病団体連絡|島 筏会 松田　之利

(ＮＰＯ)静岡県難病団体連絡協議会 串原　　典

愛知県難病団体連合会 貝沼　栄一

(ＮＰＯ)三重難病連 河原　洋紀

(ＮＰＯ)滋賀県甦病連絡協議会 葛城　貞三

京都難病団体連絡協議会 伊藤　克義

(ＮＰＯ)大阪難病連 田口　信助

兵庫県難病団体連絡[島議会 森　　利幸

(ＮＰＯ)奈良難病連 蜂谷あさ子

和歌山県難病連 杉浦　将浩

岡山県難病団体連接協 ?Q会 矢北　強

広島難病団体連絡協議会 岡馬　重充

とくしま難病支援ネットワーク 藤井ミュキ

香川県難病患者一家族団体連絡協議会 田中　哲雄

愛媛県難病等患者団体連絡協議会 菅　　裕子

(NPO)高知県難病団体連絡協議会 浜田　成亮

福岡県難病団体連絡会 橋本　　誠

(ＮＰＯ)佐賀県難病支援ネットワーク 三原　睦子

(NPO)艮埼県難病連絡協･ 筏会 北川　　修

熊本県難病団体連絡協議会 中山　泰男

(NPO)大分路銀病患者目|体逆旅協議会 赤禍　幹人

宮崎県難病団体連接協議会 首藤　正一

(NPO)鹿児島脚叫･|幻渚連絡協議会 清藤美恵子

スモンの会全国連絡協議会 辻川　郁子

全国交通労働災害対策協議会 川添　　務

全国心臓病の子どもを守る会 山口芙はと

哨ﾆ)全国腎臓病協議会 鈴木　孝尚

全国低肺機能者団体協議会 大泉　　廣

全国パーキンソン病友の会 松本　好司

(社)日本オストミー協会 竹内　恒雄

日本患者同盟 小林　義雄

日本肝臓病患者団体協議会 西村慎太郎

もやもや病の患者と家族の会 脇田　和美

日本喘息患者会連絡会 西村　　昭

全国脊柱靭帯骨化症患者家族巡絡14S議会 土屋　義幸

ベーチェット病友の会 浅野　　晃

(ＮＰＯ川本I DDMネッ1ヽワーク 井上　龍夫

全国多発性硬化症友の会 山元美奈子

金目肪無力症友の会 青木　俊平

全国膠原病友の会 後藤真理子

日本ＡＬＳ協会 金沢　公明

ＩＢＤネットワーク 藤原　　勝

全国脊髄小脳変性症友の会 村田　明弘

(ＮＰＯ)線維筋痛症友の会 山田臓理子

国分寺匯病封の医療と福祉をすすめる会 古畑千を里
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閲

　

子
育
て
支
援
の
立
場
か
ら
、
先
天

　

性
疾
患
や
小
児
難
病
の
子
ど
も
た
ち

　

へ
の
医
療
費
助
成
や
教
育
の
充
実

　

等
、
子
ど
も
施
策
を
進
め
て
下
さ
い
。

困

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど
各
種
制

　

度
の
谷
間
に
置
か
れ
て
い
る
難
病
患

　

者
・
長
期
慢
性
疾
患
患
者
と
家
族
の

　

た
め
の
福
祉
、
介
護
、
教
育
、
就
労
、

　

リ
ハ
ビ
リ
、
移
動
等
に
関
す
る
総
合

　

対
策
を
確
立
し
て
下
さ
い
。

㈲

　

生
涯
に
わ
た
り
医
療
を
必
要
と
し

　

て
い
る
長
期
慢
性
疾
患
患
者
の
社
会

　

的
支
援
を
検
討
し
て
下
さ
い
。

㈲

　

看
護
師
不
足
を
解
消
し
て
増
員
を

　

は
か
り
、
行
き
届
い
た
安
心
で
き
る

　

看
護
を
保
障
し
て
下
さ
い
。

剛

　

薬
害
の
根
絶
と
被
害
者
早
期
救
済

　

制
度
を
拡
充
し
て
下
さ
い
。

0
7
年
国
会
請
願
も
採
択

　

2
0
0
7
年
国
会
請
願
も
、
第
１
６

６
回
通
常
国
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
1
8
年
５
月
2
8
日
に
実
施
さ

れ
た
国
会
内
集
会
に
は
、
７
名
の
国
会

議
員
、
3
8
名
の
秘
書
が
出
席
、
請
願
署

名
数
は
８
６
８
、
６
９
３
筆
、
請
願
行

動
に
は
１
３
５
名
が
参
加
し
、
衆
参
厚

生
労
働
委
員
を
中
心
に
２
７
０
名
の
国

会
議
貝
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

【
採
択
さ
れ
た
請
願
事
項
】

　

第
１
６
４
回
通
常
国
会
に
お
い
て
採

〈
請
願
事
項
〉

１
．
全
て
の
難
病
を
難
治
性
疾
患
克
服
研
究

事
業
の
対
象
疾
患
と
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

難
病
対
策
を
一
層
拡
充
し
て
く
だ
さ
い
。

　

原
因
も
治
療
法
も
な
い
「
難
病
」
と
診
断

さ
れ
た
時
、
患
者
と
そ
の
家
族
は
病
気
の
苦

し
み
や
痛
み
と
共
に
た
と
え
よ
う
の
な
い
不

安
の
世
界
に
陥
り
ま
す
。
二
日
も
早
く
病

気
の
原
因
の
究
明
と
治
療
法
の
開
発
を
」
と

い
う
願
い
は
切
実
で
す
。
難
病
対
策
と
そ
の

予
算
の
大
幅
な
拡
充
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。
２
．
生
涯
に
わ
た
っ
て
治
療
を
必
要
と
す
る

難
病
、
長
期
慢
性
疾
患
、
小
児
慢
性
疾
患
患

者
の
医
療
に
関
る
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し

て
く
だ
さ
い
。

　

難
病
や
長
期
慢
性
疾
患
の
患
者
は
生
涯
に

わ
た
っ
て
治
療
と
投
薬
を
必
用
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
児
慢
性
疾
患
、
先
天
性
の
病

気
や
子
供
の
難
病
と
い
わ
れ
る
病
気
の
患
者

の
多
く
は
、
本
来
な
ら
喜
ぶ
べ
き
そ
の
2
0
歳

の
誕
生
日
の
そ
の
日
か
ら
、
医
療
費
の
助
成

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
の
で
す
。
治
療
法
も

な
い
病
気
だ
か
ら
こ
そ
、
生
涯
病
気
と
闘
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
気
だ
か
ら
こ
そ
、
せ

め
て
医
療
費
の
心
配
だ
け
は
し
な
い
で
す
む

択
さ
れ
た
「
難
病
、
長
期
慢
性
、
小
児

慢
性
疾
患
に
対
す
る
総
合
対
策
」
を
早

期
に
実
現
さ
せ
て
下
さ
い
。

社
会
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

３
．
子
育
て
支
援
の
立
場
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
医
療
費
助
成
や
特
別
支
援
教
育
の
充
実

を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

　

難
病
・
慢
性
疾
患
を
も
つ
子
ど
も
を
含
め

て
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
は
、
国
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
で
す
。
少
子
化
社
会
対
策

と
し
て
の
子
育
て
支
援
と
い
う
立
場
か
ら
、

乳
幼
児
（
こ
ど
も
）
医
療
費
の
助
成
が
い
っ
そ

う
す
す
む
よ
う
、
国
と
し
て
対
策
を
講
じ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
特
別
支
援
教
育
が
、
難
病
や
慢
性
疾
患
児

を
含
む
学
齢
期
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
教
育
が
受
け
ら
れ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
い
っ
そ
う
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

４
．
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
わ
が
国
の

進
ん
だ
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
専
門
医

療
の
地
域
格
差
を
解
消
し
て
く
だ
さ
い
。

　

患
者
は
現
在
わ
が
国
で
到
達
し
て
い
る
最

も
進
ん
だ
医
療
を
受
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
全
国
津
々
浦
々
で
専
門
医
療
を

受
け
ら
れ
る
状
況
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
専
門

医
が
い
な
い
地
域
で
も
進
ん
だ
医
療
、
専
門

的
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
専
門
医
と
地

域
の
医
療
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る

⑤

こ
と
や
、
治
療
・
看
護
の
専
門
的
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
普
及
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
５
．
医
師
、
看
護
師
を
は
じ
め
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
不
足
な
ど
に
よ
る
医
療
の
地
域
格
差
の

解
消
を
急
い
で
く
だ
さ
い
。

　

現
在
わ
が
国
で
は
専
門
の
医
療
ど
こ
ろ

か
、
ご
く
当
た
り
前
の
医
療
で
す
ら
受
け
る

こ
と
の
出
来
な
い
地
域
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
全
て
の
国
民
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
よ
う

と
も
必
用
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
、
地
域
の
医
師
と
看
護
職
の
充
足
を
急

い
で
く
だ
さ
い
。

６
．
Ｂ
型
・
Ｃ
型
な
ど
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
の

医
療
費
の
負
担
を
軽
減
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｂ
型
、
Ｃ
型
の
ウ
ィ
ル
ス
肝
炎
に
苦
し
む

患
者
は
全
国
で
お
よ
そ
３
百
万
人
も
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ィ
ル
ス
肝
炎
は
進
行

す
る
と
、
や
が
て
肝
硬
変
や
肝
癌
に
な
り
ま

す
。
わ
が
国
が
先
進
諸
国
で
も
異
常
に
患
者

数
が
多
い
の
は
、
注
射
筒
や
針
を
変
え
な
い

で
行
な
っ
た
予
防
接
種
や
汚
染
さ
れ
た
血
液

を
使
用
し
た
輸
血
、
血
液
製
剤
を
治
療
に
用

い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

で
は
最
高
裁
判
所
が
国
の
責
任
を
認
め
る
判

決
を
下
し
ま
し
た
。
Ｃ
型
の
訴
訟
で
は
現
在

各
地
の
裁
判
所
で
国
と
製
薬
企
業
の
責
任
を

認
め
る
判
決
が
続
い
て
い
ま
す
。
肝
炎
の
治

療
は
大
変
高
額
な
医
療
費
を
必
要
と
し
ま

す
。
医
療
費
の
助
成
を
し
て
い
る
の
は
北
海

道
と
東
京
都
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
自
治
体
だ

け
で
す
。
国
に
責
任
が
あ
る
以
上
全
国
全
て

の
肝
炎
患
者
の
医
療
費
を
国
が
補
助
す
る
こ

と
は
当
然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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７
。
都
道
府
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

活
動
や
、
全
国
の
患
者
・
家
族
団
体
の
活
動

を
支
援
し
、
難
病
問
題
に
つ
い
て
の
国
民
的

な
理
解
を
促
進
す
る
た
め
に
全
国
難
病
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
は
難
病
や
長
期
慢
性
疾
患
、
小
児
慢
性

疾
患
の
患
者
や
家
族
の
抱
え
て
い
る
様
々
な

悩
み
や
医
療
、
福
祉
就
学
、
就
労
な
ど
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
る
と
共
に
、
励
ま
し
や
患

者
会
の
育
成
な
ど
の
た
め
に
平
成
1
5
年
度
か

ら
、
全
国
4
7
都
道
府
県
に
4
9
ヵ
所
の
難
病
相

談
セ
ン
タ
ー
を
設
世
す
る
こ
と
に
な
り
、
現

在
4
7
都
道
府
県
4
7
箇
所
の
設
世
が
実
現
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
各
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ

た
も
の
そ
の
運
営
や
連
携
は
各
都
道
府
県
ご

と
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
全
国
的
な
情

報
や
連
携
、
患
者
団
体
の
育
成
を
担
当
す
る

セ
ン
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
セ
ン
タ

ー
が
よ
り
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
ぜ

ひ
と
も
全
国
を
網
羅
す
る
セ
ン
タ
ー
の
実
現

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

８
．
第
１
６
４
回
通
常
国
会
及
び
第
１
６
６

回
通
常
国
会
で
採
択
さ
れ
た
請
願
の
実
現
の

た
め
に
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
、
就
労
、
リ
ハ
ビ

リ
、
移
動
支
援
や
医
学
研
究
を
含
め
た
総
合

的
な
難
病
対
策
の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
急

い
で
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
難
病
患
者
や
、
長
期
慢
性
疾
患

患
者
、
小
児
慢
性
疾
患
の
患
者
・
家
族
の
持

つ
さ
ま
ざ
ま
課
題
や
困
難
な
現
状
を
解
決

し
、
支
援
す
る
た
め
の
国
の
援
助
を
求
め
、

毎
年
8
0
万
名
を
超
え
る
署
名
を
集
め
て
国
会

請
願
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
平
成
1
8
年

の
請
願
は
第
１
６
４
回
通
常
国
会
に
お
い
て

16 1

全
回
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
翌

年
の
第
１
６
６
回
通
常
国
会
で
は
。
早
期
実

現
を
求
め
る
請
願
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
そ
の
請
願
が
ひ
と
っ
ぴ
と
つ
具
体

的
に
実
現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
募
金
に
つ
い
て
】

　

請
願
募
金
は
、
地
域
難
病
連
や
加
盟
団
体
、

日
本
難
病
・
疾
病
団
体
の
財
政
基
盤
を
な
す

も
の
で
す
。
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
や
患
者

会
の
果
た
す
役
割
、
用
紙
代
や
請
願
行
動
の

交
通
費
等
に
費
川
が
必
要
な
こ
と
を
訴
え
、

積
極
的
に
取
り
組
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
今
後
の
難
病
対
策
」
勉
強
会

水
谷
幸
司
（
実
行
委
員
長
、
全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会
事
務
局
次
長
）

　

Ｏ
勉
強
会
の
目
的
と
こ
れ
ま
で

　

昨
年
の
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の

見
直
し
（
潰
瘍
性
大
腸
炎
と
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
の
軽
症
患
者
を
除
外
）
を
め
ぐ

る
Ｊ
Ｐ
Ａ
と
Ｉ
Ｂ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
の
運
動
は
、

あ
ら
た
め
て
患
者
運
動
の
役
割
を
内
外

に
示
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
一
連
の
動

き
の
な
か
で
、
ま
だ
特
定
疾
患
治
療
研

究
事
業
や
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業

に
も
指
定
さ
れ
て
い
な
い
疾
病
に
苦
し

む
患
者
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
、
そ

し
て
そ
れ
ら
の
疾
患
を
も
つ
患
者
・
家

族
の
会
が
、
治
療
研
究
の
推
進
や
治
療

費
の
公
費
負
担
を
切
実
に
求
め
て
い
る

こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

厚
労
省
は
私
た
ち
の
運
動
に
押
さ
れ

て
昨
年
1
2
月
、
2
0
0
7
年
度
は
現
行

ど
お
り
と
し
、
2
0
0
8
年
以
降
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
検
討
す
る
と
表
明
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
ふ
ま
え
て
、
私

た
ち
患
者
の
側
も
こ
の
機
会
に
し
っ
か

り
学
習
し
、
互
い
の
疾
病
を
理
解
し
あ

っ
て
、
今
後
の
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
と
、
Ｊ

Ｐ
Ａ
が
よ
び
か
け
て
実
行
委
貝
会
方
式

に
よ
る
「
今
後
の
難
病
対
策
」
勉
強
会

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
は

Ｊ
Ｐ
Ａ
加
盟
で
な
い
団
体
か
ら
も
参
加

し
て
、
現
在
1
4
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
４
回
開
催
し
、
疾
病

別
団
体
2
5
団
体
（
う
ち
1
2
団
体
は
Ｊ
Ｐ

Ａ
未
加
盟
団
体
）
、
地
域
別
団
体
ｎ
］
団

体
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

○
「
難
病
」
と
は
？

　
　

「
難
病
」
と
い
う
場
合
、
狭
い
意
味

で
厚
労
省
の
特
定
疾
患
（
4
5
疾
患
）

　

・

難
治
性
疾
患
（
１
２
３
疾
患
）
の
こ
と

を
指
す
場
合
と
、
広
い
意
味
で
治
療
が

難
し
く
、
慢
性
の
経
過
を
た
ど
る
疾
病

を
総
称
し
て
言
う
場
合
と
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
が
こ
こ
で
勉
強
会
の
対
象

と
し
て
「
今
後
の
難
病
対
策
」
を
考
え

る
と
い
う
場
合
に
は
、
広
く
小
児
慢
性

・
長
期
慢
性
疾
患
も
含
め
た
疾
患
対
策

を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
医
療
保
険
制
度
や
自
立
支

援
医
療
（
更
生
・
育
成
医
療
）
制
度
が

相
次
い
で
後
退
さ
せ
ら
れ
た
状
況
の
下

で
、
そ
れ
を
押
し
返
す
運
動
な
し
に
、

狭
い
意
味
で
の
難
病
対
策
だ
け
を
考
え

て
も
、
財
政
不
足
か
ら
後
退
せ
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
今
こ
そ

広
い
意
味
で
の
難
病
対
策
を
、
人
と
し

て
生
き
る
た
め
に
必
要
な
施
策
と
し
て

守
り
拡
充
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
す
。

○
「
今
後
」
に
つ
い
て
の
ス
タ
ン
ス
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そ
れ
で
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
今
後

の
難
病
対
策
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
。
ま
だ
勉
強
会
で
は
、
そ
こ
ま
で
の

討
論
に
至
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
厚
労
省

か
ら
も
、
７
月
末
時
点
で
は
ま
だ
来
年

度
の
方
針
も
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
在
の

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
予
算
枠

　

（
2
0
0
7
年
度
は
約
２
４
６
億
円
）

を
増
や
さ
な
い
か
ぎ
り
、
現
行
の
給
付

水
準
は
維
持
で
き
な
い
し
、
ま
し
て
新

規
疾
患
ま
で
対
象
を
増
や
す
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
行
制
度
を
後
退
さ
せ
ず
、
新
規
疾

患
を
す
べ
て
対
象
に
し
て
、
さ
ら
に
治

療
研
究
予
算
の
増
額
と
治
療
費
の
公
費

負
担
拡
充
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
枠
組
み
を
超
え
た
予
算
の
大

幅
な
増
額
を
実
現
す
る
以
外
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　
　

「
予
算
が
限
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら

軽
い
患
者
は
遠
慮
し
て
譲
り
合
い
、
も

っ
と
大
変
な
患
者
に
予
算
を
ま
わ
す
べ

き
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
疾

病
に
よ
っ
て
症
状
や
治
療
法
、
経
過
は

様
々
で
、
患
者
同
士
「
ど
ち
ら
が
軽
い

か
」
を
軽
々
し
く
言
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
患
者
団
体
間
で
こ
う
い
う

議
論
を
持
ち
出
せ
ば
、
必
ず
団
体
間
に

不
和
を
生
み
ま
す
。

　

「
み
ん
な
で
信
頼
し
あ
い
、
勉
強
し
あ

っ
て
、
み
ん
な
の
ね
が
い
が
実
現
さ
れ

る
よ
う
知
恵
を
出
し
合
お
う
」
と
い
う

こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
勉
強
会
で
の
共

通
し
た
確
認
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

○
患
者
運
動
の
真
価
が
問
わ
れ
る
時

　
　

「
運
動
の
な
い
と
こ
ろ
に
成
果
（
要

求
の
実
現
）
は
な
い
」
と
は
、
故
１
　
宏

　

（
お
さ
ひ
ろ
し
）
先
生
が
常
に
強
調
さ

れ
て
い
た
言
葉
で
す
。
長
先
生
は
日
本

の
社
会
保
障
運
動
の
基
礎
を
築
い
た
一

人
で
、
元
日
本
患
者
・
家
族
団
体
協
議

会
代
表
幹
事
、
患
者
運
動
の
先
駆
者
で

し
た
。
今
日
私
た
ち
が
活
用
し
て
い
る

制
度
は
、
長
年
の
運
動
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

「
人
間
ら
し
く
安
心
し
て
生
き
た
い
」

と
い
う
患
者
家
族
の
あ
た
り
ま
え
の
願

い
を
実
現
す
る
こ
と
。
病
気
と
正
而
か

ら
向
き
合
い
、
病
気
に
う
ち
か
つ
気
概

を
も
ち
㎡
ｔ
者
を
と
り
ま
く
医
療
制
度
、

社
会
保
障
制
度
の
拡
充
を
も
と
め
て
、

患
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
運
動
、
そ
れ
が
患
者
運
動

で
す
。

１ ７ １

　

勉
強
会
で
し
っ
か
り
学
び
あ
い
、
交

流
で
団
体
同
士
の
信
頼
関
係
を
深
め
あ

い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
Ｊ
Ｐ
Ａ
が
提
起

す
る
要
請
行
動
に
参
加
し
て
行
政
や
国

会
に
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
で
、
未
来

の
あ
る
今
後
の
難
病
対
策
を
国
に
つ
く

ら
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
、
患
者
運

動
の
真
価
が
問
わ
れ
る
時
で
す
。

　

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
勉
強
会
の

様
子
や
講
演
内
容
、
次
回
の
予
定
等
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
　
'
｡
　
／
／
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｐ
ａ
ｇ
ｅ
３
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ｎ
ｉ
ｆ
t
ｙ
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ｃ
ｏ
ｍ
／
ｋ
ｉ
ｂ
ｄ
／

Ｊ
Ｐ
Ａ
ｂ
ｅ
ｎ
ｋ
ｙ
ｏ
ｋ
ａ
ｉ
_
l

.
ｈ
ｔ
m
l

　　

「患者・家族の声を」１２・ ３全国大集会

国の来年度予算確定時期に、12・ 3全国大集会を開催します。より

多くの患者・家族が参加できるよう、早くからの取り組みをお願い

致します。

＜日時＞

　

12日２日（日）10時～13時

　

ＪＰＡ第４回幹事会

　　　　　　　　　　　　

14時～16時30分

　

患者のつどい

　　　　　　　　　　　　

17時30分～19時30分

　

交流会（会費

　　　　　　　　　　　　

6,000円）

＜会場＞

　

晴海グランドホテル

　　　　　

東京都中央区晴海３－８－１

　

電話

　

03―3533―7111

　　　　　

大江戸線

　

勝どき駅下車

　

徒歩５分

＜宿泊費＞

　

シングル

　

9,500円

　

、ツイン

　

8,000円

＊インターネットで直接早くから申込んだ方が安い場合がありま

　

す。

＜日時＞

　

12日３日（月）12時～14時「患者･家族の声を」全国大集

　　　　　　　　　　　　　　　　　

会

　

厚労省・財務省への要請

　　　　　　　　　　　　　　　　　

行動

　　　　　　　　　　　　

14時～16時

　

各政党の医療政策を聞く会

　　　　　　　　　　　　

16時15分～17時

　

記者会見

＜会場＞

　

弁護士会館（予定）
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加
盟
団
体
の
紹
介

岩
手
県
難
病
連

　

希
望
と
心
満
ち
る
活
動
を

　

岩
手
の
地
に
難
病
連
が
発
足
し
て
は

や
く
も
８
年
目
を
迎
え
ま
す
。
お
陰
さ

ま
で
、
会
員
、
賛
助
会
員
の
方
々
の
支

援
と
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
活
動
が
活
発
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
財
政
難
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。

や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
数
多
く
あ

り
な
が
ら
、
財
源
不
足
の
た
め
多
く
の

事
業
を
断
念
し
て
き
ま
し
た
。
専
任
の

事
務
局
員
が
必
要
だ
と
お
も
い
な
が
ら

果
た
せ
な
い
で
、
ス
タ
ッ
フ
に
過
重
な

業
務
を
強
い
て
い
ま
す
。
し
み
じ
み
と

悲
哀
を
か
み
締
め
な
が
ら
、
綱
渡
り
の

運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く

の
会
貝
の
期
待
を
受
け
な
が
ら
希
望
は

大
き
く
、
心
満
ち
る
活
動
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
以
下
、
活
動
の
一
端
を
報

告
し
ま
す
。

○
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

○
福
祉
部
長
や
県
知
事
と
の
交
渉

○
難
病
キ
ャ
ラ
バ
ン

○
会
員
の
交
流
促
進
－
難
病
連
美
術
作

品
展
○
県
難
病
連
の
合
唱
団
の
誕
生

○
難
病
患
者
交
流
集
会
の
開
催

　

難
病
患
者
に
生
き
る
力
を

　

日
進
月
歩
の
医
学
界
に
あ
っ
て
原
因

不
明
、
治
療
未
確
立
の
難
病
は
、
年
々

増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
専
門
治
療
の
地
域
偏
在
や

相
次
ぐ
医
療
改
悪
に
よ
り
、
難
病
患
者

の
生
活
基
盤
は
、
厳
し
い
実
態
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
難
病
患
者
や
長
期
慢
性

疾
患
患
者
が
安
心
し
て
療
養
に
専
念
で

き
る
よ
う
に
抜
本
的
、
総
合
的
な
対
策

を
強
く
要
望
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
特
に
私
た
ち
地
方
に
住
む
も

の
と
都
会
に
住
む
も
の
と
の
格
差
が
広

が
っ
て
お
り
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
平
等
な
医
療
と
暮
ら
し
が
保
障
さ

れ
る
施
策
が
焦
眉
の
急
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
ひ
と
り
一
人
は
微
力
だ

け
れ
ど
も
、
決
し
て
弱
い
存
在
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
誰
に
で
も
罹
患
し
得
る
病

魔
、
だ
か
ら
こ
そ
、
支
え
あ
い
、
睦
み

＠
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
限
ら
れ
た
人
生
を

豊
か
に
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
難
病
連
と
し
て
、
患
者

会
に
何
を
し
て
あ
げ
ら
れ
る
か
。
普
遍

的
な
要
望
を
ど
う
国
や
県
当
局
に
実
現

さ
せ
て
い
く
か
。
課
題
ば
か
り
が
山
積

し
て
い
て
、
運
動
の
脆
弱
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
が
、
今
、
各
方
面
に
難
病
問

題
が
無
視
で
き
な
い
課
題
と
し
て
、
じ

わ
り
と
広
が
っ
て
い
る
手
ご
た
え
を
感

じ
て
い
ま
す
。

全
国
脊
髄
小
脳
変
性
症
友
の
会

　

（
略
称
、
全
国
Ｓ
Ｃ
Ｄ
友
の
会
）

　

本
年
3
0
周
年
の
会
で
す

　

昭
和
5
0
年
（
1
9
7
5
）
年
、
脊
髄
小

脳
変
性
症
が
難
病
（
特
定
疾
患
）
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
こ
の
病
気
で
苦
し

ん
で
い
た
田
中
成
夫
さ
ん
と
い
う
方
が

テ
レ
ビ
に
出
演
し
、
涙
な
が
ら
に
患
者

と
家
族
の
窮
状
と
会
の
創
設
を
訴
え
、

こ
れ
を
契
機
に
昭
和
5
2
年
（
1
9
7
7
）

に
本
会
は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
会
員
は
5
0
名
あ
ま
り
で
し
た

が
、
現
在
で
は
1
8
0
0
名
の
会
貝
を

擁
し
、
本
年
６
月
に
設
立
3
0
周
年
を
迎

え
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
全
国
各
地

に
も
友
の
会
組
織
が
設
立
さ
れ
、
患
者

・
家
族
の
交
流
会
や
講
演
会
な
ど
の
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

運
動
失
調
が
主
症
状

　

脊
髄
小
脳
変
性
症
は
運
動
失
調
を
伴

う
神
経
難
病
で
、
患
者
数
は
お
よ
そ
２

～
３
万
人
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
数
字
は
特
定
疾
患
の
受
給
者

数
で
実
態
は
も
う
少
し
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

本
疾
患
の
原
因
と
治
療
に
つ
い
て
は

難
治
性
疾
患
克
服
事
業
（
昭
和
5
1
年
発

足
）
と
し
て
「
運
動
失
調
に
関
す
る
研

究
班
」
が
中
心
に
な
り
多
く
の
専
門
医

に
よ
り
研
究
が
進
め
ら
れ
、
明
る
い
兆
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し
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
根

本
的
な
治
療
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

友
の
会
の
活
動
は
、
年
―
回
の
総
会

と
春
、
秋
の
医
療
講
演
会
（
相
談
会
）
、

電
話
相
談
な
ど
と
Ｓ
Ｃ
Ｄ
交
流
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
隔
月
ご
と
に
発

行
す
る
会
報
は
、
情
報
の
収
集
や
友
の

会
と
患
者
・
家
族
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
改
悪
に
悲
痛
な
叫
び
が

　

私
た
ち
友
の
会
の
患
者
、
家
族
に
と

っ
て
発
症
の
究
明
と
治
療
薬
の
開
発
は

緊
急
か
つ
最
大
の
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。
毎
年
厚
生
労
働
省
へ
さ
ま
ざ
ま
な

要
望
を
陳
情
し
て
い
ま
す
が
遅
々
と
し

て
進
ま
な
い
状
況
に
輪
を
か
け
て
、
各

地
の
会
員
か
ら
治
療
薬
の
打
ち
切
り
、

介
護
保
険
と
医
療
保
険
の
適
川
区
分
を

め
ぐ
っ
て
悲
痛
な
叫
び
が
友
の
会
事
務

所
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
、
友

の
会
の
存
在
意
義
が
厳
し
く
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
患
者
・
家
族
を
孤
立
さ

せ
な
い
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
（
江
見
滓

　

洋
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

線
維
筋
痛
症
友
の
会

　

３
名
で
立
上
げ
て
５
年
目

　

数
年
前
か
ら
会
員
で
な
い
に
も
拘
ら

ず
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
種
々
の
会
議
に
ご
招
９
　

頂
い
て
お
り
、
そ
の
心
の
広
い
静
か
な

そ
し
て
確
か
な
活
動
に
感
銘
を
受
け

　

「
線
維
筋
痛
症
友
の
会
」
は
2
0
0
7

年
６
月
１
日
を
も
っ
て
加
盟
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
2
0
0
2
年
1
0
月
に
３
人

の
患
者
に
よ
り
会
を
立
ち
上
げ
て
か
ら

５
年
。
い
ま
で
は
会
員
は
1
0
0
0
人

程
と
な
り
、
行
政
へ
の
働
き
か
け
の
ほ

か
、
小
規
模
な
が
ら
も
北
海
道
、
東
北
、

関
西
、
九
州
に
支
部
が
開
設
さ
れ
、
医

療
講
演
会
や
交
流
会
を
年
に
数
回
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

二
百
万
人
の
患
者

　
　

「
線
維
筋
痛
症
」
は
、
原
因
不
明
の

難
治
性
の
全
身
的
慢
性
疼
痛
で
す
。
欧

米
の
リ
ウ
マ
チ
科
で
1
5
年
程
前
か
ら
注

目
さ
れ
た
中
年
女
性
に
数
多
く
み
ら
れ

る
、
人
口
比
の
極
め
て
高
い
多
い
疾
病

で
す
。
日
本
で
は
２
年
前
、
厚
生
労
働

ﾄ91

省
研
究
班
の
疫
学
調
査
に
よ
り
人
口
の

１
・
6
6
～
２
％
、
つ
ま
り
２
０
０
万
人

の
患
者
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
ま
し
た
。

　

症
状
は
リ
ウ
マ
チ
と
似
て
い
る
も
の

の
Ｘ
線
、
血
液
な
ど
検
査
で
分
か
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
更
年
期
障
害
や
自
律
神

経
失
調
症
等
誤
っ
た
診
断
が
下
さ
れ
、

早
期
発
見
・
治
療
が
遅
れ
、
重
症
化
し

た
患
者
が
数
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
病
態

は
千
差
万
別
。
耐
難
い
痛
み
の
ほ
か
、

こ
わ
ば
り
と
倦
怠
感
が
伴
い
、
気
温
・

湿
度
、
音
や
光
等
な
ど
の
生
体
に
対
す

る
刺
激
を
痛
み
と
感
じ
て
、
髪
が
と
か

せ
な
い
、
爪
が
切
れ
な
い
等
、
著
し
く

Ａ
Ｄ
Ｌ
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
低
下
し
、
あ
ま
り

の
疼
痛
と
消
耗
か
ら
寝
た
き
り
と
な
る

患
者
も
お
り
ま
す
。

病
名
で
健
保
適
用
を
り
‥

　

厚
生
労
働
省
に
研
究
班
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
健
康
保
険
の
適
用
は
未
だ

認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
医
学
的
解
明
、

治
療
法
の
開
発
、
医
師
の
確
保
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
最
低
限
の
医
療
を
求
め
、

今
後
、
行
政
へ
の
働
き
か
け
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
今
後
の
難
病
対
策
」

第
六
回
勉
強
会
の
ご
案
内

　

厚
労
省
概
算
要
求
を
受
け
て
、

こ
の
間
の
難
病
対
策
、
医
療
・
福

祉
制
度
全
般
を
め
ぐ
る
う
ご
き
に

つ
い
て
の
情
報
を
交
流
し
あ
い
、

私
た
ち
に
と
っ
て
必
要
な
課
題
に

つ
い
て
考
え
あ
う
場
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

　

2
0
0
7
年
1
0
月
1
4
日

　

（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

会
場

　

豊
島
区
生
活
産
業
プ
ラ
ザ

　

（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
と
し
ま
）
地
下
展
示
室

◇
厚
生
労
働
省
と
の
話
し
合
い
＆

国
会
要
請
行
動

　

翌
日
、
1
0
月
1
5
日
（
月
）
に
は
、

Ｊ
Ｐ
Ａ
が
前
回
同
様
、
厚
生
労
働

省
と
の
話
し
合
い
と
国
会
要
請
行

動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
勉
強
会
や
厚
労
省
と
の
話
し
合

い
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
団
体

は
、
1
0
月
r
―
i
日
（
木
）
ま
で
に
、

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



1976年２月25日第三種郵便物認可（毎週４回月瑶・火曜・木咄・金咄発行) S S K 0増刊　迦巻6515号　2007年９月12日発行

-/:7｀;.I｀，11’

110

　

こ
れ
ま
で
に
も
春
名
先
生
に
は
同
様

の
ご
講
演
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
ほ
ど
北
海
道
、
佐
賀
県
、
沖
縄

県
そ
れ
ぞ
れ
の
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
で
就
業
支
援
モ
デ
ル
事
業
が
開
始

さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
待
望
さ
れ
て
い

た
「
難
病
の
雇
用
管
理
の
た
め
の
調
査

・
研
究
会
」
の
報
告
轡
と
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
完
成
し
た
こ
と
等
、
こ
の
分
野
が

さ
ら
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
再

度
ご
講
演
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

研
修
講
演
Ｉ
で
は
佐
賀
県
中
部
保
健

事
務
所
長
（
現
在
、
厚
生
労
働
省
健
康

局
総
務
課
が
ん
対
策
推
進
室
室
長
補

佐
）
の
木
村
慎
吾
氏
よ
り
『
重
症
難
病

患
者
の
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

つ
い
て
～
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら

す
た
め
に
～
』
と
題
し
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

重
症
難
病
患
者
の
地
域
生
活
を
支
援

し
て
い
く
た
め
に
佐
賀
県
中
部
保
健
事

務
所
を
中
心
と
し
て
地
域
ケ
ア
ー
シ
ス

テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
開
催
。
医

療
関
係
者
、
難
病
セ
ン
タ
ー
、
地
域
ケ
ア

関
係
者
が
そ
の
メ
ン
バ
Ｊ
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
課
題
整
理
、
緊
急
時
対
応
、
レ

ス
パ
イ
ト
体
制
の
構
築
や
難
病
等
の
研

修
会
な
ど
に
つ
い
て
討
議
、
実
施
し
て

い
く
こ
と
で
、
い
か
な
る
疾
患
で
も
対

応
可
能
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
地
域

の
ケ
ア
「
力
」
全
体
を
高
め
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
と
の
こ
と
。
会
場
の
参
加
者

か
ら
は
自
分
た
ち
の
地
域
で
同
様
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
実
現
可
能
か
を
考
え
る

際
の
指
針
と
な
っ
た
と
い
う
意
見
や
、

事
業
の
具
体
的
な
実
施
方
法
に
つ
い
て

の
質
問
が
数
多
く
出
て
い
ま
し
た
。

　

当
研
究
会
で
は
研
究
大
会
の
内
容
を

ま
と
め
た
報
告
集
を
販
売
し
て
お
り
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
北
海
道
難
病
連

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
二
冊
一

二
〇
〇
円
で
販
売
）
。

　

な
お
、
こ
の
研
究
大
会
は
厚
生
労
働

省
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
殿

治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
「
重
症
難
病

患
者
の
地
域
医
療
体
制
の
構
築
に
関
す

る
研
究
班
」
（
糸
山
班
）
な
ら
び
に
「
特

定
疾
患
の
自
立
支
援
対
策
の
確
立
に
関

す
る
研
究
班
」

　

（
今
井
班
）
よ
り
後
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

第
九
回
研
究
大
会
は
本
年
十
月
二
十

七
日
、
一
一
十
八
日
に
富
山
県
富
山
市
、

第
十
回
研
究
大
会
は
二
〇
〇
八
年
三
月

十
五
日
、
十
六
日
に
愛
知
県
名
古
屋
市

に
て
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会

第
八
回
研
究
大
会
（
佐
賀
）
開
催

～
重
症
難
病
患
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
っ
い
て
～

全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
第
八
回

　
　

な
っ
て
い
ま
す
（
○
七
年
六
月
現
在
）
。

研
究
大
会
を
二
〇
〇
七
年
三
月
二
十
四

目
、
二
十
五
日
の
二
日
間
、
佐
賀
県
佐

’●I･’溥
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難病センター研究大会

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
三
年
、
国
の
難
病
特
別
対
策

推
進
事
業
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
き
た
難

病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
難

病
セ
ン
タ
ー
）
の
設
置
は
こ
れ
ま
で
に

四
十
六
都
道
府
県
で
開
設
さ
れ
、
の
こ

る
大
分
県
も
本
年
度
中
の
開
設
予
定
と

　

当
研
究
会
は
こ
れ
ま
で
に
「
難
病
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
た
取
組
み
」
。

　

「
相
談
事
業
の
実
施
状
況
」
や
「
就
労

支
援
」
等
に
つ
い
て
発
表
・
討
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
研
究
大
会
の
積
み
重
ね
が

各
難
病
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
す
す
め
る

原
動
力
と
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
第
八
回
研
究
大
会
は
、
地
元

九
州
・
沖
縄
地
方
か
ら
多
数
の
参
加
が

あ
り
、
総
勢
百
十
六
名
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。
開
会
に
先
立
ち
佐
賀
県
の
古

川
市
知
事
、
地
元
選
出
の
福
岡
資
麿
衆

議
院
議
員
か
ら
激
励
の
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
一
日
目
の
特
別
講
演
で
は
当
研
究

会
運
営
委
貝
、
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

研
究
員
の
春
名
由
一
郎
先
生
に
『
難
病

が
あ
る
人
の
就
業
支
援
』
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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第
九
回
研
究
大
会
は
現
在
参
加
申
込

み
受
付
中
で
す
。
Ｊ
Ｐ
Ａ
や
北
海
道
難

病
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を

!11

ら
通
常
勤
務
を
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

出
庫
し
て
間
も
な
く
、
目
の
前
が
真

っ
く
ら
に
な
り
、
吐
気
が
し
て
、
頚
、

肩
、
背
中
に
激
痛
が
広
が
り
、
動
け
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
原
因
不

明
、
治
療
法
未
確
立
の
「
む
ち
う
ち
症
」

の
闘
病
と
全
国
組
織
づ
く
り
が
始
ま
り

ま
し
た
。
幼
な
児
の
「
医
療
過
誤
」
問

題
と
、
自
分
の
「
む
ち
う
ち
症
」
へ
の

闘
い
が
、
私
の
患
者
運
動
の
原
点
で
す
。

「
む
ち
う
ち
症
」
と
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
が

大
き
く
取
り
上
げ
る
中
で
、
家
族
や
友

人
な
ど
に
も
理
解
さ
れ
な
い
症
状
の
た

め
、
「
ブ
ラ
ブ
ラ
病
」
「
の
ろ
の
ろ
病
」

　

「
賠
償
病
」

　

「
ニ
セ
病
」
な
ど
資
本
家

側
や
医
学
界
か
ら
の
攻
撃
が
出
始
め
た

頃
、
「
自
殺
」
を
す
る
仲
間
も
出
ま
し
た
。

　

全
自
交
東
京
地
連
と
い
う
労
働
組
合

の
役
員
で
も
あ
り
、
業
務
災
害
と
し
て
、

労
災
保
険
を
受
給
し
て
い
た
の
で
、
神

奈
川
、
愛
知
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、

石
川
の
地
方
組
織
へ
の
オ
ル
グ
、
交
流

を
重
ね
、
1
9
6
7
年
９
月
、
労
災
・

職
業
者
全
国
交
流
集
会
（
第
１
回
、
東

京
読
売
こ
う
じ
）
に
参
加
し
て
、
日
本

む
ち
う
ち
連
の
全
国
組
織
づ
く
り
、
要

求
討
議
、
規
約
審
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
年
1
2
月
、
第
１
回
の
労
働
省
交
渉

を
終
え
、
名
古
屋
に
戻
っ
て
、
愛
知
単

一
労
働
会
館
で
、
１
９
一
月
８
日
、
結
成
宣

言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

翌
年
３
月
、
第
２
回
総
会
（
京
都
）
で

は
、
「
む
ち
う
ち
研
究
会
」
を
開
き
、
医

師
、
学
者
、
研
究
者
、
医
療
従
事
者
、
弁
護

士
ら
を
含
め
９
０
０
人
の
参
加
を
得

「
む
ち
う
ち
白
１
　
」
の
刊
行
、
全
国
ポ
ス

タ
ー
作
成
、
全
国
配
付
し
ま
し
た
。
か
く

し
て
会
員
は
１
８
、
０
０
０
人
に
達
し

ま
し
た
。
機
関
紙
「
日
本
む
ち
う
ち
連
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
「
憲
法
を
く
ら
し
の
巾

に
≒
軍
事
費
を
削
り
、
社
会
福
祉
の
拡

充
を
」
は
、
4
0
年
を
過
ぎ
て
、
「
全
交
災
」

に
、
し
っ
か
り
と
受
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
患
者
同
盟
第
１
次
健
康
保
険
改

悪
反
対
に
参
加
、
ハ
ン
セ
ン
氏
病
患
者

協
議
会
の
代
表
者
会
議
参
加
な
ど
、
先

輩
組
織
に
行
動
で
参
加
し
て
学
び
、
障

全
協
の
結
成
総
会
か
ら
1
0
年
間
は
一
緒

に
行
動
し
、
労
働
省
担
当
団
体
と
し
て

の
役
目
も
果
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
の
Ｊ
Ｐ
Ａ
に
は
日
出
連
↓
Ｊ
Ｐ
Ｃ
↓

Ｊ
Ｐ
Ａ
と
創
立
時
か
ら
加
盟
し
、
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。
私
の
生
涯
の
モ
ッ

ト
ー
は
ラ
グ
ビ
Ｊ
と
共
に
あ
っ
た
青
春

時
代
よ
り
「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、

み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
」
で
す
。

-

-

　

真
丸
く
赤
く
大
き
な
夕
日
が
武
蔵
野

の
丘
陵
に
沈
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
途

切
れ
途
切
れ
聴
え
て
く
る
の
は
、
涙
声

の
ね
ん
ね
こ
、
し
ゃ
っ
し
ゃ
り
ま
Ｉ
せ

の
”
中
国
地
方
の
子
守
り
Ⅲ
グ
。
そ
こ
は

大
学
病
院
最
上
階
の
手
術
室
。
1
9
6

5
年
（
昭
和
4
0
年
）
１
月
９
日
夕
方
。

　

「
腸
重
積
」
で
緊
急
入
院
し
た
生
後
９

ヵ
月
目
の
三
男
の
「
臨
終
」
場
面
で
す
。

２
日
前
ま
で
は
見
舞
い
に
来
た
、
３
つ

違
い
の
兄
た
ち
と
、
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
と

笑
い
こ
ろ
げ
て
い
た
の
に
、
「
医
療
過

誤
」
に
よ
っ
て
事
態
が
急
変
し
、
死
に

至
ら
し
め
ら
れ
た
の
で
す
。
医
学
的
知

識
も
な
く
、
何
も
出
来
な
か
っ
た
自
分

自
身
が
情
な
く
、
口
惜
し
く
、
せ
め
て

　

”
安
ら
か
に
お
休
み
な
さ
い
”
と
歌
い

　

入
手
可
能
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
鈴
木
洋
史
）

全
国
交
通
労
働
災
害
対
策
十
－

　
　
　

協
議
会
事
務
局
長
辻
り
寿
之

　

出
し
た
唄
で
し
た
。
「
医
療
過
誤
訴
訟
」

　

は
、
先
輩
、
知
人
、
仲
間
た
ち
に
「
無

　

理
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

私
は
1
9
6
1
年
（
昭
和
3
6
年
）
に
人

　

社
し
た
Ｅ
タ
ク
シ
ー
会
社
で
、
こ
れ
ま

　

で
失
敗
し
て
来
た
３
度
目
の
「
労
働
組

　

合
」
づ
く
り
に
成
功
し
、
相
変
ら
ず
続

　

く
「
不
当
労
働
行
為
」
と
、
日
夜
闘
い
な

　

が
ら
、
労
働
組
合
活
動
を
続
け
て
い
ま

　

し
た
。
幼
な
児
が
、
亡
く
な
っ
た
年
の

　

Ｈ
月
、
タ
ク
シ
ー
業
務
中
に
追
突
さ
れ
、

　

意
識
不
明
の
侭
、
救
急
病
院
に
搬
送
さ

　

れ
、
入
院
２
日
目
に
「
頚
椎
捻
挫
」
の
診

　

断
名
で
病
院
を
放
り
出
さ
れ
、
翌
日
か

辻川ご夫妻
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自
動
排
泄
物
処
理
装
置

フ
ロ
ー
レ
ッ
ド
を

推
薦
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

　

全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
お
よ
び

Ｊ
Ｐ
Ａ
（
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議

会

　

代
表
伊
藤
た
て
お
）
の
両
団
体
は
、

平
成
1
9
年
７
月
１
日
付
け
で
、
ミ
ツ
ク

ラ
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役

　

今
本
彰

二
氏
）
と
「
自
動
排
泄
物
処
理
装
置
フ

ロ
ー
レ
ッ
ド
」
の
推
薦
に
関
す
る
業
務

提
携
書
を
と
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
業
務
提
携
に
よ
っ
て
、
ミ
ツ
ク

ラ
株
式
会
社
か
ら
は
両
団
体
に
対
し

て
、
広
告
料
と
し
て
5
0
万
円
ず
つ
が
支

払
わ
れ
る
と
共
に
、
両
団
体
の
推
奨
に

よ
る
販
売
と
確
認
さ
れ
た
場
合
は
上
代

価
格
の
１
％
が
両
団
体
に
対
し
て
支
払

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
両
団

体
に
所
属
す
る
患
者
さ
ん
な
ど
か
ら
両

団
体
の
広
告
な
ど
を
見
て
直
接
の
申
し

込
み
と
確
認
さ
れ
た
場
合
も
同
様
で

す
。
地
域
に
展
開
し
て
い
る
ミ
ツ
ク
ラ

の
代
理
店
に
患
者
さ
ん
を
紹
介
し
て
成

約
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
代
理
店
と

紹
介
な
ど
を
行
な
っ
た
団
体
と
の
関
係

と
な
り
相
応
の
紹
介
手
数
料
が
支
払
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
両
団

体
に
所
属
す
る
組
織
が
直
接
患
者
さ
ん

や
施
設
、
病
院
な
ど
に
販
売
を
行
な
っ

た
場
合
は
上
代
価
格
の
1
5
％
が
支
払
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
こ
の
件
に
関
し
て
両
団
体

の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
（
有
）
ウ
ィ
ル

　

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
１

　

（
５
１
１
）

　

8
9
3
3

F
A
χ
０
１
１

　

（
５
１
１
）

　

8
9
3
5

編

　

集

　

後

　

記

◆
巣
鴨
白
山
通
り
か
ら
◆

　

難
病
医
療
費
切
捨
て
反
対
の
運

動
は
、
「
今
後
の
難
病
対
策
」
勉

強
会
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。
勉
強

会
は
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
未
加
盟
の
十
六
団

体
を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
五
回
開

催
さ
れ
て
い
る
。
今
年
の
請
願
署

名
に
は
、
「
全
て
の
難
病
を
難
知

性
疾
患
克
服
研
究
事
業
の
対
象

に
」
と
の
要
望
を
加
え
た
。
十
二

月
三
日
に
は
「
患
者
・
家
族
の
声

を
」
全
国
大
集
会
を
開
催
す
る
。

力
を
合
わ
せ
て
、
集
会
の
成
功
と

要
求
の
実
現
を
目
指
そ
う
。

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
増
刊

　

通
巻
六
五
一
五
号
（
毎
迦
月
・
火
・
木
・
金
発
行
）

＠

ﾌﾞﾌ白白/1ﾖ･z'７呪副‰

　

川阿吽咎匹

　

介護゛)悩みを解決

数時間おきの排尿､排便処理から開放され

　

ゆとりある心から介護が実現

ｊ←

７

　

之ッ゜

ｙＪ

フローレッド佛泄物ホ‾ス

　　

：

　

こタ;………い……ぐ≒ﾊﾞｽ…
……
TJTヽllｼ･

　　

下記バックアップ装置を装備しており。心_＿ji

本体

　　　

ト,ｎ･･･フ･゛I^'゛･-゛゜'‘

　　

ト……l゛=-i;;万｀･;‘j!J゛111ヽ･･si.･Q7･;

　　

安心してご使用いただけます。

⊇

　　　

………='-ヽ'･‘-

　

゛

　

●洗浄水タンク‥‥･空防止アラーム

　　

作幼削lりr庭の冷蔵車より小

　　　　　

゜゛ごヤグ二謡舅二言

　

さい脊です｡

　

－

じ三lﾆD

・リモコン･タイマーセットにて自動吸引タイマーは2･4･6時間の3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

゛

●寝たきりで意識のある方‥‥･

　

リモコン操作(自立支援を促します)

　

●排便モード(大)‥･3回洗浄

種類にセット可能
一一
●寝たきりで意識のない方‥…

　

タイマーセット

※排便モードの3回洗浄になります

※紙おむつの交換周期に合わせてください

・温水で洗浄(温度設定機能付)タンクに水道水を入れるだけです。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
一室温温度で送風

http://ｗｗｗ.m itsuk ura.Ｃｏ.jp

皿匹

ミツクラ株式会社

ipir2-4 Ks-^^^h'tfjuVF mfBgac^gjwa^^ 1090120-260り

ＰＨＯＮＥ：092-262-01 10　FAX：092-262-01 21　フローレッドは自勣排泄物処理装i7としての特許鴎島です哨恥第j49四7号'.

E-mail:fl・w let @mit5ukura. co.jp　　　ヌｇここふツ.し、flfｙｗｋｔ.゛Iバラ心t゛･゛1の｢吻愕甦μですグ゛り１１９皆9116?ｓlｇ
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